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癖

壁

ｌ
ジ
の
写
真
は
、
落
書
き
や
石
を
投
げ
て
割
る
、
傘
の
先
で
突
く
な
ど
、
故
意

▲ハーモニーパークにあるトイレ内の壁

戸

「
壁
に
、
落
書
き
さ
れ
た
よ
」

ｌ
そ
れ
は
、
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ハ
ー
モ
ニ
ー
パ
ー
ク
（
駅
東
）

の
真
新
し
い
ト
イ
レ
の
壁
で
し

た
。
内
側
の
白
い
壁
に
は
、
金
色

な
ど
数
色
の
ス
プ
レ
ー
塗
料
で
一

面
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
ま
ち
が
よ
り
明
る
く
清
潔

で
、
そ
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
が

|犬たるをはせす回す割よう
落
書
き
だ
け
で
な
く
、
「
カ
ー

ミ
ラ
ー
が
、
割
れ
て
い
ま
す

こ
せ
ん
き
ょ
う

」
と
か
「
跨
線
橋
の
電
灯
が
、

ら
れ
て
、
夜
、
困
っ
て
い
ま

」
な
ど
の
連
絡
は
「
月
に
数

、
市
の
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
ま

。
そ
れ
ら
は
市
民
生
活
に
欠
か

な
い
も
の
で
す
か
ら
、
市
で

、
破
損
状
況
を
確
認
し
、
修
理

す
る
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す

と
、
ま
た
同
じ
場
所
が
壊
さ
れ

と
い
う
連
絡
が
入
る
の
が
現

で
す
。
こ
れ
で
は
、
・
修
理
費
が

真
新
し
い
壁
に
落
書
き

て
い
ま
す

同
じ
場
所
が
壊
さ
れ
る

快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
と
、

多
額
の
お
金
を
使
っ
て
建
設
し
た

公
園
で
す
。
そ
の
施
設
に
だ
れ

が
、
ど
う
し
て
、
何
の
た
め
に
こ

の
よ
う
な
い
た
ず
ら
を
、
と
い
う

疑
問
、
そ
し
て
公
共
物
を
大
切
に

す
る
心
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
大
き
な
失
望

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た

か
さ
む
ぱ
か
り
で
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
カ
ー
ブ
や

路
地
で
車
や
人
の
侵
入
が
見
え
に

く
い
と
こ
ろ
な
ど
、
危
険
な
場
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
は
、
現
在
、
市
内
の
四
四
七

か
所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
そ
の
地
区
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
要
望
に
応
え
て
設
置
し

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
危
険
を

防
ぐ
た
め
に
設
置
し
た
も
の
が
、

割
れ
て
使
え
な
く
な
り
ま
す
と
、

交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
、
人
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与
諄一篭淀i鍵毒識

交差点から

抜ける道路

道で狭いた

がないと、

向洋台団地の

駒木原十文字へ

のカーブは、坂

めカーブミラー

口
対向車や歩行者の確認が難1

｜
大切なカー

ずらに壊さ

す。やめて

し<危険です。

ブミラーをいた

れては、迷惑で照井 重隆さんれては、迷惑一
（大和町)ほしいですね。

口

列耆館の机や

なります’ ▲電話ボックスの中は、タバコの吸い殻が

散乱しています 篭

壁には蕗l
にペンは、j

ま残っていI
落書きされり
快になりま｜
う札そし1
読む本です｜
ってほしい1
－=一一_』

壁には、

さんさ る

▲花貫三叉路の陰に置かれたゴミ

すもうじよう

▲中央跨線橋の電灯(上)や相撲場の土

俵の天井の電灯(下)も

霊…
鶏議驚瀞蕊欝溌畿蕊寮辮溌圃鋳需鋸溌

擬爵

鰯
…蕊…翰議蝿

；
▼放置自転車にも空き缶が置かれる

し
本
町
駐
車
場
の
鎖
も
切
ら
れ
て
し
ま
う

騨畿

癖鐸

§
;蕊

職

蕊麟唾
識
鋳
鋼
斡
錘
識

霞

綴

矛辮、
、入り噸 ー

これで良いのでしょうか… い
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
ら

使
え
な
く
な
る
と
、
夕
暮
れ
に

枝
す
る
子
ど
も
た
ち
や
、
夜
間

仕
事
か
ら
帰
る
人
に
と
っ
て
は I

「
傘
の
先
で
突
か
れ
る
」
、

「
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
人
が
、
石
を
投

げ
る
」
と
い
う
投
耆
も
あ
り
ま
す

が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
悪
質
な
い

い
そ
み
ち
こ
せ
ん
き
よ
う

た
ず
ら
で
す
。
特
に
磯
道
跨
線
橋

の
電
灯
が
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
壊
さ
れ

る
た
め
、
昨
年
、
い
た
ず
ら
さ
れ

に
く
い
場
所
へ
電
灯
を
付
け
替
え

ま
し
た
。
中
央
跨
線
橋
も
、
今
年

に
入
っ
て
壊
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
付
け
替
え
を
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
常

生
活
に
必
要
な
た
め
に
設
置
し
て

い
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
ら
が

使
え
な
く
な
る
と
、
夕
暮
れ
に
下

校
す
る
子
ど
も
た
ち
や
、
夜
間
に

の
命
に
関
わ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

一

F

B

I 壊
さ
れ
る
電
灯
や
ゴ
ミ
の
散
乱

1

市では、駅前の

駐輪場に放置して

ある自転車の撤去

作業を行っていま

すが、毎回、 トラ

ック四台分の量に

なります。放置す

る持ち主は、どな

たでしょうか。
I

足
元
が
暗
く
て
危
険
で
す
。
特
に

女
性
に
と
っ
て
は
、
不
安
な
気
持

ち
で
通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
園
の
垣
根
の
中
に
置

か
れ
る
ゴ
ミ
、
車
か
ら
投
げ
捨
て

ら
れ
る
空
き
缶
、
学
校
や
文
化
会

館
な
ど
の
建
物
の
裏
に
捨
て
ら
れ

る
空
き
缶
や
ゴ
ミ
な
ど
、
み
な
さ

ん
も
よ
く
目
に
さ
れ
て
い
る
光
景

が
各
地
区
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

特
に
怖
い
の
は
、
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
で
す
。
火
の
不
始
末
で
火
災
が

発
生
し
て
は
大
変
で
す
。
ゴ
ミ
な

ど
を
道
路
や
公
園
な
ど
に
、
何
気

な
く
ポ
イ
と
捨
て
て
し
ま
う
大
人

の
行
為
を
、
子
ど
も
た
ち
は
、
無

意
識
に
ま
ね
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｉ}ます°車からのゴﾐの投げ捨てはやめてください。
I入れの日にその周辺の清掃活動も実施してい
i石滝老人ｸﾗプでは､花貫三叉路の花壇の手

1－－…
③



ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、

大
越
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
が
発

足
し
て
二
○
年
目
を
迎
え
ま
し
た
ね
。

花
園
は
い
。
以
前
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
市
や
各
種
団
体
な
ど

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
独
自
に

黙
々
と
奉
仕
活
動
を
進
め
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
一
元
化
し
て
総
合
的
な

方
針
を
出
し
て
実
践
し
て
い
こ
う

と
、
こ
の
協
議
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
協
議
会
で
は
、
市
民
千

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
、
そ
の
声

を
反
映
し
た
市
民
憲
章
を
制
定
し
、

現
在
ま
で
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

課
題
は
悪
質
な
行
為
を
無
く
す
手
立
て

と
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
地
道
な
活
動

を
続
け
て
き
た
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
は
、
今

年
で
二
○
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会

で
は
、
市
民
憲
章
を
も
と
に
五
つ
の
専
門
部
会

に
分
れ
て
、
毎
年
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
海
岸

清
掃
な
ど
を
広
く
呼
び
か
け
て
実
施
し
て
い
ま

の
り
ゆ
き

す
。
そ
こ
で
、
花
園
教
之
副
会
長
に
大
越
市
長

う
か
が

公
室
長
が
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

大
越
市
民
憲
章
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
指
標
で
あ
り
市
の
心
の
紋
章
で
す

か
ら
、
制
定
以
来
、
本
文
の
五
項
目

を
、
市
報
に
毎
月
掲
載
し
て
い
ま
す
。

花
園
し
か
し
、
い
ま
だ
に
ま
ち
に

は
空
き
缶
や
ゴ
ミ
の
散
乱
、
公
共
物

の
破
損
な
ど
、
心
無
い
人
に
よ
っ
て

環
境
が
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
悪
質
な
行
為
を
な
く
す
に
は
、

ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
が
、
大
き
な

課
題
で
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
協
議

会
の
役
員
会
で
は
、
子
ど
も
の
教
育

が
大
事
と
か
、
各
種
団
体
の
集
ま
り

と
の
心
の
通
い
あ
い

（
）

’高萩市市民憲章

わたくしたちは、阿武隈の山
うな

なみを仰ぎ、太平洋の海ばらを

望む自然に恵まれ、歴史と伝統

に輝く高萩の市民です。

わたくしたちは、高萩市民で

あることに誇りをもち、先人の

あゆみをうけつぎ若い力を伸ば

しながら、住みよい、希望にみ

ちたまちをつくるために、 この

憲章を定めます。

の
と
き
に
は
市
民
憲
章
を
朗
読
す
る

不
法
投
棄
禁
止
の
立
て
看
板
を
多
く

立
て
る
、
地
区
に
清
掃
係
員
を
決
め

る
、
こ
の
協
議
会
と
市
役
所
の
連
携

を
強
化
す
る
再
組
織
化
が
必
要
、
な

ど
の
提
言
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

八
月
一
六
日
の
お
盆
様
送
り
を
川
に

流
さ
な
い
運
動
も
検
討
中
で
す
。

大
越
確
か
に
、
時
代
と
と
も
に
生 菖篶室長大越隆きん

1 1 . FI然をたいせつにし、美し

いまちをつくりましょう。

1 . きまりを守り、明るいまち

I をつくりましょう。

i l .礼儀を正しくし、 うるおい

# のあるまちをつくりましょう。

1 ．元気で働き、豊かなまちを

つくりましょう。

l .思いやりのある、あたたか

いまちをつくりましょう。

活
習
慣
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
環
境

美
化
の
た
め
各
種
団
体
や
地
域
の
み

な
さ
ん
が
、
清
掃
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
マ
ナ
ー
の
悪
い
人
が
い
ま

す
。
ま
た
、
公
共
物
だ
か
ら
い
い

や
、
で
壊
さ
れ
て
は
困
り
ま
す
。
そ

の
建
設
費
や
修
理
費
は
、
み
な
さ
ん

の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か

声
院
一
○

花
園
市
は
、
大
切
な
税
金
で
施
設

な
ど
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。
そ

9月4日閏に開

かれた市民憲章

推進協議会の役

員会 ▼

ー

！
応;駒

市
民
憲
章
推
進
協
議
会

輌
雫
乱
睡
誹
緯
症
岨
却
す
。
（
敬
称
略
）

自
然
を
大
切
に
し
、
美
し
い
ま
ち
回

づ
く
り
運
動
・
…
・
第
一
専
門
部
会
２

市
議
会
経
済
委
員
会
〔
ｂ２

高
萩
市
教
育
委
員
会
委
員

線

高
萩
市
商
工
会

内

高
萩
市
観
光
協
会

１

高
萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
『
１１

地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
ｐ
」

高
萩
土
木
事
務
所
ｑ
Ｕ２

〈
株
）
大
心
苑

恋

高
萩
営
林
署

（
株
）
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所

へ

高
萩
地
区
農
業
改
良
普
及
所

合
云

学
識
経
験
者
…
花
園
教
之
、
大
都
産
形
臓

東
日
本
観
光
開
発
（
株
）

社
会
福
祉
協
議
会
上
手
暉
尉
州
鐸
州
誘

″″

大
能
・
中
戸
川
支
部
民

″

下
君
田
支
部
市

″″

横
川
支
部

内課

″

石
滝
支
部

行
人
塚
・
石
河
原
支
部
副

″″

小
島
支
部
、
、
ノ民

″

赤
浜
支
部

市

緑
を
愛
す
る
少
年
隊

、

高
萩
森
林
組
合

ま

高
萩
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
／
へ

自
然
を
愛
す
る
友
の
会
‐
し羊

君
田
小
学
校
一
三
口

君
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

さ
く
ら
と
み
ど
り
の
会

④



高萩市市民憲章の

おいたち
灘蕊 大

越
市
役
所
で
も
、
各
分
野
に
分

か
れ
て
專
門
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
根
底
に
は
、
市
民
憲
法
の

精
神
が
あ
り
、
高
萩
市
を
よ
り
良
い

ま
ち
に
し
よ
う
と
い
う
大
き
な
目
標

の
も
と
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
各
部
間
の
連
絡
が
不
十
分
な

“
野
に
分

れ
を
利
用
す
る
み
な
さ
ん
が
協
力
し

て
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

発
足
し
て
二
○
年
を
迎
え
ま
す
と
、

自
然
、
決
ま
り
、
礼
儀
を
重
ん
じ
る
市
民
憲
章

蕊
鍵

霊…鍔識鷺離職蕊職蕊議鰯簿総識’
●
《
典
鞄
謬
蕊
轌
溌
綴
鏡
蝿
睡
鐵
轄
踏
蝿
津
唾
溌
壗
無
壕
韓
凝
議
辨
蕊
撫
玲
靹
醗
跡
誘
津

潮
戦
離
班
轤
識
融
蝉
蹄
唖
稚
到
鍛
錬
毎
嚥
誰
働
靹
縦
迅
瑠
》
『
・
』
。
溶
弼
鰭
嘘
酎
“

鋸
騨
‐
鼻
篤
渉
繊
鈩
い
織
織
簿
“
報
⑪
弛
鰯
認
蝿
識
函
齪
翻
釈
恥
謝
騨
噂

溌
衿
郵
騨
醗
惑

噸
蟻
簿
唖
琿
塔
零
海
憲

、唖

貰
芯
潟
瀞
》
§

I

劃議

た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑

』
い
ま
す
を
お
か
け
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

《
憲
法
の
こ
れ
は
、
市
も
反
省
す
べ
き
点
で
す

ユ
リ
良
い
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
市
民
憲
章
の

》
な
目
標
精
神
を
再
認
識
し
て
、
毎
日
の
仕
事

《
す
。
し
に
励
む
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

刑
十
分
な
花
園
人
間
の
心
は
、
と
か
く
物
と

鯛
、
．

のり ゆき

教之さん
（本町）

市
民
活
動
の
意
識
が
薄
く
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

感蕊
議溌鷺
謡灘鍛

三千i手
口□しノーゴー

副会長 花園
ー‘

金
銭
に
向
け
ら
れ
自
己
中
心
に
な
り

や
す
く
、
そ
こ
に
住
む
人
と
の
心
の

結
び
つ
き
が
弱
ま
り
や
す
も
の
で

す
。
そ
れ
に
市
と
市
民
全
員
の
協
力

が
な
い
限
り
、
住
み
良
い
環
境
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
市
民
憲
章

を
制
定
し
た
わ
け
で
す
。

市
民
憲
章
の
本
文
の
五
項
目
は
、

市
の
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
の
も
っ
と

も
土
台
と
な
る
心
構
え
で
す
。
人
は

自
然
に
包
ま
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。

そ
の
自
然
を
尊
敬
し
、
大
切
に
し
よ

う
と
「
自
然
を
た
い
せ
つ
に
…
」
の

項
目
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
、
高
萩

の
人
は
、
転
入
し
て
き
た
人
を
よ
そ

者
扱
い
に
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
わ

れ
、
「
礼
儀
を
正
し
く
し
…
」
を
設

け
ま
し
た
。

大
越
市
民
憲
章
は
、
自
然
、
そ
し

て
き
ま
り
や
礼
儀
に
つ
い
て
、
特
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
ね
。

鷺

篭
謙
鍬

《
酔
桶
小
呼
鐸
季
〉
輻
弘
ｒ

畢噂噸

戦
中
、
越
気
角
Ｌ
競
野

恥

、
『
、
零
僻
鋤
虻
Ｌ
ぱ
み
、
騨
識
に

が
一
坪
弊
》
一
一
一
一
一
《
〉
一
密

溺
蕊
一

溌
擁
醗

溌
峠
蕊

蕊
蕊

貼
貼
迩
貼
Ｊ
ひ

鼎

剤

串

串

中

心

尊
蕊

や
》
函
森
、
一
》
》

》

》

泳

戸

僻

）

一

獅
熱
ま
一

畠
一
垂
溌

溌
一
や
蜂
蕊

溺
鴬

蝉

蕊

Ｊ
口
弾

叩
』
抑
沖
岬
”
叩
平
群

珂
如
姻
姻
零
鍛

》

準

一

癖

懇

か

“

“

謎

識

津

誌

ぺ

』

都

、

蝿
》

唖
蜘
戸
澤

蕊#灘
▲海岸清掃に取り組

む松丘高校生のみ

なさん

’ う
と
い
う
市
民
錘
蕊
騨
盛
届
ゞ

活
動
の
輪
が
、

各
地
域
や
団
体
な
ど
に
、
徐
々
に
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
輪
を
大

切
に
し
、
悪
質
な
行
為
が
な
く
な
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
だ
け

で
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
た
ち
の
住
む

地
域
に
目
を
向
け
、
各
種
の
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
の
ま
ち

を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
市
民
憲
章
を
心
に
唱
え
な
が

ら
、
地
域
住
民
の
連
携
を
深
め
た
い

で
す
ね
。

大
越
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
人
と

人
と
の
心
の
通
い
あ
い
で
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
、
お
互
い
に

手
を
取
り
合
い
、
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

花
園
そ
う
で

す
。
制
定
以
来
、

は
ぐ
く

そ
の
精
神
が
育

ま
れ
、
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
の
手

で
守
っ
て
い
こ

＝

鐙
鰯
職
蕊
》
騨

蕊
蕊
蕊
讓
蕊
観

Ｏ

き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
ま
ち
す

づ
く
り
運
動
…
…
第
二
専
門
部
会
ぼし

市
議
会
文
教
厚
生
委
員
会

て

高
萩
市
小
・
中
学
校
校
長
会

‐
し

高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
高
萩
支
部
集

（
社
）
高
萩
青
年
会
議
所

蟇を

高
萩
工
業
高
等
学
校

ん

高
萩
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
加
工
製
紙
（
株
）
高
萩
工
場
礎

高
萩
地
区
交
通
安
全
母
の
会
隻
口
会
高
萩
支
部
み

高
萩
警
察
署
の

学
識
経
験
者
…
神
長
新
一
、
柴
田
弘
文
体

社
会
福
祉
協
議
会
山
手
地
区
北
支
部
旧
廻

″

上
君
田
支
部
［
ｕｊ

松
丘
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の

●

高
萩
市
民
間
交
通
指
導
隊
へ

秋
山
小
交
通
安
全
母
の
会

《
室６

東
小
交
通
安
全
母
の
会
立
口閤月

高
萩
小
交
通
安
全
母
の
会

專

松
岡
小
交
通
安
全
母
の
会

の

か
ふ

母
子
寡
婦
福
祉
会

つ

東
小
学
校
ｒ
Ｏ

松
岡
小
学
校
、ま

松
岡
婦
人
会

で

東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

《
室

松
岡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
菫
我ニニロ

保
護
司
会
協

各
種
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

進

礼
癌
》
非
縦
融
罪
錦
謝
驍
会
謝

高
萩
市
教
育
長

民

高
萩
市
文
化
協
会

市

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

回

高
萩
市
公
民
館
運
営
審
議
会

Ｊ
Ａ
高
萩
市

高
萩
市
文
化
財
保
護
審
議
会

⑤



を表していますま

「まちの姿は、そこに住んでいる人の姿を表している」といわれま

す。これは、快適な環境をつくるのは、そこに住むみなさんの考え方

と心の持ち方に左右されるということです。ここでは、明るく住みよ

いまちづくりを実践しているみなさんを紹介します。

，-,- 駅周辺の清掃活動に
に立哨 取り組む

ひろL

博さん
（島名）

､安良川の通学路〉

な入く

りる 、子
ま無急ど
せ謀いも
んなでた
し車い上

子どもたち

子どもたちの ，.ﾋｭ，
通学時間帯に立哨

個性ある
景観づくりを

1

山下

難

<下の写真は

の
通
学
時
間
帯
は
、
通
勤
の
車
が
多

く
、
急
い
で
い
る
た
め
進
入
禁
止
時
間
帯
の
通
学
路
に

入
る
無
謀
な
車
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
事
故
は
な
く

な
り
ま
せ
ん
し
、
ル
ー
ル
違
反
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ

て
は
、
同
じ
よ
う
な
大
人
を
育
て
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
信
号
が
変
わ
っ
た
の
に
横
断
歩
道
に
入
る
車
も
あ

り
、
注
意
す
る
と
怒
り
出
す
運
転
者
も
い
ま
す
。
自
分

の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
の
で
す
ね
。
残
念
で
す
。

雨
の
日
や
冬
場
の
立
哨
は
、
つ
ら
い
で
す
。
で
も
、
子

ど
も
た
ち
の
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
声
を
聞
く

と
寒
い
の
も
眠
い
の
も
ふ
っ
飛
ん
で
し
ま
い
、
明
日
も

ま
た
、
と
三
年
く
ら
い
続
い
て
い
ま
す
。

（
》

一》一』

栄町通り商店会

小林健一さん
（春日町）

算

下手綱

栄
町
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
考
え
て
、
通
り

を
カ
ラ
ー
舗
装
に
、
ま
た
街
灯
を
全
部
取
り
替
え
、
駅

前
の
入
り
口
に
，
親
子
が
え
る
‐
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

設
置
し
ま
し
た
。
か
え
る
は
、
安
く
買
え
る
と
か
、
無

事
帰
る
、
か
え
る
の
親
子
で
す
か
ら
、
親
子
二
代
栄
え

る
な
ど
の
思
い
を
寄
せ
て
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
’
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
掲
示

板
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
町
内
に
限
ら
ず
広
く
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
商
店
会
で
も
街
灯
や
街
路
樹
の
植
栽
な
ど
、
個
性

的
な
景
観
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
栄
町
で
も

さ
ら
に
個
性
あ
る
商
店
街
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

高
萩
市
か
ら
日
立
市
の
日
立
製
作
所
日
立
工
場
へ
通

勤
し
て
い
る
約
四
百
人
が
会
員
の
高
萩
通
勤
会
で
は
、

月
一
回
、
日
曜
日
の
朝
、
高
萩
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
駅

は
、
約
三
分
の
二
の
会
員
が
通
勤
に
利
用
し
て
い
ま
す

の
で
、
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。

奉
仕
日
に
つ
い
て
は
、
会
員
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、

清
掃
が
終
っ
た
あ
と
は
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
家
族
を
含
め
た
活
動
に
し
た
い
と
思
い
ま

か
ら
は
、

↑
ｑ
ノ
○

一

＝

1

松
丘
高
等
学
校

高
萩
市
民
合
唱
団

松
久
保
・
手
綱
工
業
団
地
経
営
者
協
会ｊ

社
会
福
祉
協
議
会
山
手
地
区
南
支
部
旧

″

高
戸
支
部

″

安
良
川
支
部

高
萩
駅

日
立
電
鉄
（
株
）
高
萩
営
業
所

秋
山
北
部
婦
人
会

秋
山
南
部
婦
人
会

高
萩
小
学
校

秋
山
小
学
校

高
萩
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

秋
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
（
株
）
水
戸
自
動
車
営

業
所
高
萩
支
所

高
萩
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
運
動
…
…
第
四
専
門
部
会

市
議
会
総
務
委
員
会

高
萩
市
国
際
交
流
協
会

高
萩
市
農
協
婦
人
部

高
萩
市
消
防
団

●

県
労
高
萩
地
区
セ
ン
タ
ー

○

高
萩
市
医
師
会

すま

高
萩
市
歯
科
医
師
会

し

高
萩
市
薬
剤
師
会

介

高
萩
市
体
育
協
会

紹

高
萩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で；

高
萩
保
健
所
幸
辛

高
萩
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
姉

高
萩
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
降

社
会
福
祉
協
議
会
高
萩
支
部

以

東
地
区
北
支
部
器

″
高
萩
婦
人
会
１

松
岡
中
学
校
１



②
狸①

しの審査結果です
、そして人づくりを目指し

いっぱい運動の花壇コン

ように決まりました。来年
蕊 穂 蕊

藤

クールの審査結果が、次のように決まりました

もまた、たくさんの参加をお待ちしています。 鱗

蕊第29回全国花いっぱいコンクールの地方審査

優秀賞 小島剛地自治会

第20回花と緑の環境美化コンクール地方審査 域

’
画

①…長さ約100メートルの小島団地

内にある花だんは、子ども会と老

人クラブが、丹精込めて手入れを

しています。 （小島団地連合）
じんぞう

②…松岡小学校前（松村任三生家の門

前)にある花だんは､史跡との調和

がとれています｡(たつご子ども会）
ぎん

③…市の玄関口である6号国道花貫三
さ ろ

叉路にある長さ約1 50メートル

の花だんは、毎年、鮮やかな赤い

カンナで彩られます。 （石滝老人

クラブ）

花と緑の環境美化コンクール市の審査

小島団地連合

たつご子と、も会
最
優
秀
賞
一
優
秀
賞
一
優
良
賞

ま

－★花の種を蒔いてください（募集）★－

しらさぎ子ども

北組子ども会

有明子ども会進ども会連

来年の3月27日 （土）から水

戸市千波湖周辺で開かれます第

10回全国都市緑化いばらきフェア

『グリーンフェア ’93いばらき』

のキャラバン隊が、 9月1 7日

（木）に高萩市を訪れました。そ

の席で、市民憲章推進協議会では

140平方メートル分のポピーや

今
云

合

第
二
部
門
☆
地
域
・
団
体

大和町子ども会連合

高戸子ども会

高萩長寿会

花貫長寿会

秋山下長寿会

台高萩子と．も会

すみれ子と､も会

下手綱子ども会

春日町子ども会

ひまわり子ども会

朝日子ども会

島名高齢者クラブ
えきそう

秋山益壮会

愛正園

ネモフイラなどの6種類の花の種（6種混合） を受けました。そ

こで各地域でこの種を蒔いていただこうと、種を希望する子とゞも

会や団体などを募集しています。種の量は、希望団体数に均等に

お分けしたいと考えています。希望団体は、 1 0月20日 （火）

までに、市民活動課内市民憲章推進協議会へ恋23 2111内線262
、 ノ

~

▼市の審査風景

努
力
賞 花と緑の祭典

グリーンフェア’93いばらき

緑の祭典

グリーンフェア’93いばらき

平成5年3月27日 （土）から5月30日 （日）

偕楽園公園、千波公園（水戸市） 』
き
る｝

一

少
」
ル
」

、

〆

君
田
中
学
校

、

高
萩
市
商
工
会
青
年
部
は

高
萩
市
献
血
連
合
会

てノ

高
萩
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
協
議
会
詞

松
岡
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

き

君
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
つ一」

思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た
た
か
い

ま
ち
づ
く
り
運
動
：
第
五
専
門
部
会
蛙

市
議
会
建
設
委
員
会

事

高
萩
市
子
供
会
育
成
連
合
会
仕

高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

や容

高
萩
市
旅
館
組
合

内

高
萩
高
等
学
校

の

高
萩
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会

今
云旧

高
萩
市
高
校
生
会
立
口目

主
同
少
年
育
成
指
導
者
…
鈴
木
朝
夫
罫

高
萩
市
青
少
年
問
題
協
議
会

の

社
会
福
祉
協
議
会
東
地
区
南
支
部
つ

″

下
手
綱
支
部
５の

更
生
保
護
婦
人
会

ら

高
萩
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

れ

高
萩
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
こ

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
一
室

高
萩
市
民
生
委
員
協
議
会

主
我

子
供
会
育
成
連
合
会
高
萩
支
部
ニ
ニ
ロ協

秋
山
支
部
進

″″

松
岡
支
部

推一旱

″

東
支
部

菫
霄

″

君
田
支
部

民

高
萩
市
飲
食
店
組
合

市

高
萩
中
学
校
●

秋
山
中
学
校

高
萩
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

秋
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
１
団

、

⑦

第1部門

第2部門

第3部門

優秀賞

優良賞

優秀賞

優秀賞

優良賞

石滝老人クラブ

小島団地自治会と高萩市明るい社

会づくり推進協議会

小島団地連合

たつご子ども会

高萩中学校

ネ
フ
ラ
ワ
、
ｌ
ロ
ー
ド

第
一
部
門

最
優
秀
賞

石滝老人クラブ

小島団地自治会と明るい社会づくり

推進協議会

第
三
部
門
☆
学
校

最
優
秀
賞
一
優
秀
賞
一
優
良
賞
一
努
力
賞

高萩中学校

高萩小学校

秋山小学校

秋山幼稚瞳｜

東小学校

松岡中学校
第一幼稚園

松岡幼稚園

君田中学校

君田小学校

秋山中学校

松岡小学校

秋山保育所



》
塞
尉
》
融
翫
呼
帝
棉
錐
》
韮
》
》
》
呼
鉦
葬
桝
毒
砕
》
峠
群
や
握
輌
岬
》
岬

》
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

え
て
、
新
た
に
大
北
川
に
水
源
を
求
め
、
平
成
三
年
五
月
か
ら
給
水
を
始
め

ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
事
業
な
ど
に
よ
り
、
水
道
料
金
を
一
三
年
ぶ
り
に
改

が変 すりま
口全 ▲ q L

i~…一一一・一.~信一.~、‐~‐~､一・一｡‐｡＝

③㎡年度別総給水量の推移
同

Ⅱ

Ⅱ

Ｈ

同

川

Ⅱ

田

舎

同

Ⅱ

Ⅲ

３５０
｜
’

万

333万m

そ
の
他万一300 一

巧承首｡こ､ 竜 喝

蕊 宮
嬢
用諏

露
瀦
鰡
測
蕊

２

250万一

工
莱
用

０
０

０
５

２
１

咀
凹
〃
Ｆ
寄
阜
Ｌ
■
ｌ
Ⅱ
画
凸
■
Ⅱ
，
同
Ｐ
山
Ⅱ
甲
【
革
日
日
Ｉ
町
田
③
１

｡●

万一

｜
般
家
歴万一

ｕ
①
地
０
０
Ｆ
の
凸
Ｌ
■
Ⅱ
９
を
序
山
Ⅱ
９
吋
や
日
Ｉ
Ｉ
ｑ
輯
凸
』

、、T
一

昭和62 63平成元 2
-1__｡__,－ざ壁二当圭ヱ甦一皇

年度）
函＄＝＝小＝＝

ｊ
一

▲おいしい水をどうそ

表2擬織溌繍識灘職織灘織

’ 基本料金
各
家
庭
で
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
す
ぐ

に
水
が
出
ま
す
が
、
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
花
貫
ダ
ム
が
完
成

し
た
昭
和
四
八
年
か
ら
で
す
。
当
時

は
、
一
日
の
最
大
配
水
量
が
九
千
立
方

メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
持
つ
第
一
浄
水
場

を
建
設
し
て
、
水
道
事
業
を
始
め
ま
し

た
。

し
か
し
表
一
の
よ
う
に
、
各
家
庭
で

の
水
の
使
用
量
が
予
想
以
上
に
多
い
た

め
、
新
た
な
水
源
の
確
保
計
画
が
昭
和

五
八
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
大
北
川
を
水
源
と
す
る
水
道
の
拡

張
事
業
で
、
昭
和
六
一
年
か
ら
関
口
浄

求
め
ら
れ
る
水
を

新
た
な
水
源
で
確
保

I

II
’

’

使用水量の超過料金表

改
定
は
一
一
一
月
一
日
㈹

以
降
の
点
検
（
検
針
）
か
ら

水
場
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
昨

年
の
四
月
に
は
、
第
一
期
工
事
が
完
成

し
、
一
日
の
配
水
量
が
五
千
三
百
五
○

立
方
メ
ー
ト
ル
増
え
ま
し
た
。
翌
月
か

ら
は
、
上
手
綱
の
関
口
地
区
や
千
代
田

地
区
な
ど
、
こ
れ
ま
で
給
水
で
き
な
か

っ
た
地
区
に
も
水
道
水
を
送
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
拡
張
事
業
は
、
平

成
一
三
年
度
に
完
成
の
予
定
で
す
。
す

べ
て
完
成
し
ま
す
と
、
第
一
浄
水
場
と

合
わ
せ
て
、
一
日
の
最
大
配
水
量
は
一

万
九
千
百
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
比
較
的
安
定
し
た
水

ー

’メーター使用料（1か月分）
|鯨鱒禦稲ば｛恩貝羅と,司額です。

I

I 以上の基本料金、超過料金、そしてメーター使川料の合計額に消費税が加算され
ます。

道
事
業
の
経
営
で
し
た
が
、
昨
年
か
ら

経
営
が
困
難
な
状
態
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
水
の
需
要
に
応
じ
て
新

た
な
水
源
の
確
保
や
水
道
施
設
建
設
な

ど
に
、
膨
大
な
お
金
が
か
か
っ
た
か
ら

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
水
道
事
業
か
ら
の

収
益
、
そ
し
て
国
か
ら
の
補
助
金
も
建

設
費
な
ど
に
充
て
て
い
ま
す
が
、
建
設

費
の
大
部
分
は
借
入
金
で
す
。

そ
の
た
め
、
一
二
月
一
日
㈹
以
降
の

点
検
（
検
針
）
に
よ
る
水
道
使
用
料
金
か

ら
、
表
二
の
計
算
表
を
適
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
使
用
水
量
の
超
過
料

金
の
計
算
区
分
を
、
こ
れ
ま
で
の
四
段

階
か
ら
五
段
階
に
改
正
し
、
さ
ら
に
基

本
料
金
を
値
上
げ
し
ま
し
た
。
メ
ー

水道料金の計算方法です

＝(基本料金)1

費税が加算されます。

13mmの口径で、 1か月15m｡使用した場合は､･･･。

75円(=125円×7㎡)+50円=1, 855円

の20mmの口径で、 1か月30m$使用した場合は、 .｡.。

,074円(＝125円×5㎡+145円×10㎡)+100円=3,980円

費税が加算されます。

I

南遼～
般用(共用栓含む）

営業用

団体用

工業用

浴場営業用

臨時用

私設消火栓

基本水量

8㎡

15m

20㎡

50㎡

100㎡

10m

一基

現在の金額

760円

1,460円

1,960円

51460円

5,000円

1,300円

500円

12月からの金額

930

1,805

2,430

7,180

6,120

1,770円

6301部

増加金額

170円

345円

470円

1,720円

1,120円

470円

130円

蹄垂芽～
〕～20m､

21～30㎡

31～40nf

41～lOOn1

1011 以上

現在の金額

100円

11()円

130円

16()円

12月からの金額

125円

145円

155円

175円

235円

増加金額

25円

35円

45円

45円

75円

口 径

使用料金

呵へ

1．mm

50円

20mm

100円

25mm

12()円

30mm

170円

40mm

250円

50mm

700円

可rー

／0mm

1，000円

1か月の

水道使用料金

基本料金を 段階別の
×

超えた分 超過料金額

メーター

使用料



■第1浄水場と
関口浄水場

◎きれいな水に
して家庭に送

ります。

雪
…

I

割

＃
#i

タ
ー
使
用
料
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で

す
。
料
金
改
定
は
、
一
三
年
ぶ
り
の
こ

と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
改
定
料
金
で
計

算
し
た
家
庭
の
水
道
料
金
を
、
県
内
の

事
業
体
と
比
較
し
た
の
が
表
三
で
す
。

家
庭
へ
送
っ
て
い
る
水
道
の
水
は
、

市
役
所
の
水
道
課
が
担
当
し
て
い
ま

す
。
「
水
道
事
業
は
、
市
が
運
営
し
て

い
る
の
に
、
ど
う
し
て
税
金
だ
け
で
ま

か
な
え
な
い
の
？
」
と
い
う
質
問
が
聞

か
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
水
道
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
人
は
、
水
道
に
加
入
し
て

い
る
人
で
あ
り
、
水
の
使
用
量
も
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
た
め
で
す
。
そ
し
て
、
水

の
使
用
量
に
応
じ
て
経
費
を
負
担
し
て

加
入
し
て
い
る
人
が

負
担
す
る
水
道
料
金

耒
維 ◎水道料金を納めていた

だきます。（口座振替え

が便利です｡)
厨

持‘管理に使います。
I竜

、… Ｉ

◎補助金を受けた

り、お金を借りま

す。

■水道課

◎能率的に、そして

効率的な事業運営

季＝＝＝＝］
◎借りたお金を返し

ー

にあたります。
唾璽塞一錘§ ■国や銀行など

い
た
だ
く
こ
と
に
な
愚
か
ら
で
す
．
『
』
泰
岬
！
‐
細

れ
を
受
益
者
負
担
と
い
い
ま
す
。
上

水
道
課
で
は
、
水
の
需
要
に
応
じ
て
一
吐
耐
説
州

一
Ｊ
一
一
心
一
や
率
い
》
》

”
凡
又
け
派

に
運
営
さ
れ
て
い
く
水
道
事
業
は
、
企
一
識
繊
剛

鎧
達
瀞

制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

力
逹
郵
神
喝
恥
郵
牽
箒
春
幽
芯
惟
鐸
鑑
挙
罎
抽
神

家
庭
に
送
っ
て
い
く
よ
う
に
努
め
て
い
表
内
嘩
旅

き
ま
す
。
一
県
祁
蜘

Ｆ
卸
町
■
０
■
佃
附
凸
岫
且
■
９
山
【
＆
‐
Ｉ
■
０
叫
声
凸
ｊ
“
■
Ｉ
叩
轡
輯
Ⅲ
■
冊
川
目
明
１
凸
０
別
口
繭
Ⅲ
６
１
川
艸
写
４
Ｊ
Ｄ
■
叩
南
１
国
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ｈ

却

伺

Ⅲ

Ｉ

ｈ

ｕ

己

Ｈ

淑鐙翰淑鰯侭 溺職 競慰蕊轡灘;蕊繊撚翻あ

2リットルのやかん 20リットルのポリ

令-7m タンク

農~ ；“園
ー

－－－－_ 10nf 15㎡ | 20nf l 30nf

全体平均 1,482円 2,287円 3,094円4､698円
県内の市の平均 1,254円 1.979円 2,710円 4,243円

礎介搬晶均 1,340円 2,063円 2,792円 4,318円
高萩市(改定後) 1,230円 1,855円 2,480円 3,930円

ロ
⑦
Ⅱ
Ⅱ
０
７
車
■
Ｊ
■
６
０
１

喝、(計算方法）市の一般家庭の平均使用水量は、月平均22立方メート

ルで、その料金は2， 770円です。 （1リットルは1 2 6銭）

｡必' ]壌舜蕊譲蓄溌護利露くださ職蕊譲篭､． ； ､菅一二 ． 全体平均 1,655円 2,460円 3,267円 4,944円

20県内の市の平均 1,481円 2,206円 2､938円 4,470円

､m哨齢総晶均 l!639円 2､362円 3,091円 4,617円
高萩市(改定後） 1,280円 1,905円 2,530円 3,980円

水道料金は、預金口座から自動的に引き落としのできる口1

座振替をご利用ください｡口座振替の手続きは,最近の水道｜
料金の領収書と預金口座番号､預金にご利用の印鑑をお持ちi
になって、水道課、 または領収書の裏面に記載のある指定金i
融機関へお持ちください。詳しくは、水道課人公23-21 1 *全国平均(口径13mm)…10㎡当たりl,269円､15㎡当たり1,930｢I1

2()㎡当たり2,597円です。
1 1内線373，直通盆22－3642

蕊i蕊早露蕊贈金

,‘令T′ 〃』＄!’"‘ぎみ〆.S，′ 、!〃 ”.‘ざ?′ 、，′ 、'裸 、‘〃露‘き'〃畝.き,′グ』さ!〃ず.ざ!〃 ず』÷!’ ”､き，〃〃‘ミ,′ 〃』さ!〃”‘ざ’ グ‘ざ’〃. ､､.〃 、‘津 、'鈴グ‘さ'′ 、!〃 、，〃"‘さ.’〃』さ!〃〃』､､，.′ゴ,＄.／〃･ざ′ゴ.ミ.′ ，‘さ'ノヶ

誇
勵
叫
識
獅
尉
郵
封
勤
識

ゞ
ま
で
は
、
市
街
地
の
水
の

使
用
量
に
左
右
さ
れ
て
い

》
た
次
の
よ
う
な
地
域
が
あ

￥
ま
し
た
。

《

《
小
島
団
地
の
高
台
の
数

》
件
は
、
朝
な
ど
の
忙
し
い

一
時
間
帯
に
、
い
く
ら
蛇
□

を
一
杯
に
し
て
も
水
の
出

が
細
く
て
困
っ
て
い
ま
し

↓
た
。
で
も
、
関
口
浄
水
場

が
完
成
し
て
か
ら
は
、
水

》
の
出
も
一
定
に
な
り
、
安

》
心
し
て
使
え
る
の
が
う
れ

し
い
で
す
ね
。

弾
鑑
識
議
講
警
華

鳴議’語霊
Iら斧』二弓宇さｴ全与ざ当弓了淫←奈二寺壽睾奉二壼些プァさ』当マデさ竺与号令竺一言〒さニラ言些ご了澤一宗〒誤竺-ず〒津一宇〒澤一云ざ二与言ニラデさ些宗ｴﾆ→〒争睾ござ＝琴竺‐云ざ全一うざニニュ宗』全一ﾗ〒ざ里一ﾌ〒ざ 息竺_ご-J一〒で》いう

一
隅デー

、
一
眼

↑
グー玉

、
一
曲

一
ウ

ー１二一
九

ｑ
ニ

ベ
ハ

ニ
グ

ー毒 一－

⑨



生きがいを持ち

経験を生かして地域に貢献

§
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
生
き
が
い
の
持
て
る
高
齢

者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
、
企

業
や
家
庭
、
公
共
団
体
な
ど
か

ら
引
き
受
け
、
地
域
社
会
に
貢

献
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

'
｡

豊
島
こ
こ
で
は
、
資
格
が
な
い

と
働
け
な
い
の
で
す
か
。

山
形
お
お
む
ね
六
○
歳
以
上
の

健
康
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
人
な

ら
だ
れ
で
も
働
け
ま
す
。
自
分
の

能
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
健
康
を

維
持
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
す

る
と
い
う
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す

豊
島
現
在
、
何
人
ぐ
ら
い
働
い

現
在
の
登
録
会
舅
墜

；

、

’
五
人 暉彗｡l噌鶴撫識蕊篭罰＃1 f溌鶴

て
い
る
の
で
す
か
。

山
形
八
月
末
現
在
、
一
二
五
人

（
男
一
三
五
人
、
女
八
○
人
）
が

登
録
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

豊
島
主
に
ど
ん
な
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
す
か
。

山
形
除
草
や
草
刈
り
、
植
木
の

ふ
す
ま

手
入
れ
、
襖
や
障
子
張
り
、
バ
ス

の
運
転
、
賞
状
書
き
、
事
務
、
施

設
の
管
理
、
部
屋
の
清
掃
、
雑
用

な
ど
み
な
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し

た
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

豊
島
短
期
間
の
仕
事
だ
け
で
は

な
い
の
で
す
ね
。

山
形
は
い
、
仕
事
に
よ
っ
て
は

継
続
的
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
就
職
と
は
違
い
ま
す
の
で
会

員
が
交
替
で
勤
め
て
い
ま
す
。

豊
島
会
員
の
仕
事
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
が
大
変
で
す
ね
。

山
形
加
入
す
る
時
に
、
年
会
費

五
○
○
円
を
納
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
仕
事
の
第
三
希
望
ま
で

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を

も
と
に
仕
事
の
依
頼
が
あ
っ
た
時

に
、
会
員
を
派
遣
し
ま
す
。

豊
島
利
用
状
況
は
ど
う
で
す
か
↑

山
形
仕
事
の
依
頼
は
、
年
間
約

九
六
○
件
で
す
。
ま
た
、
会
員
の

就
業
率
は
約
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
で

県
内
で
は
一
番
高
い
で
す
。

豊
島
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

も
大
事
に
な
り
ま
す
ね
。

山
形
仕
事
の
依
頼
は
一
般
家
庭

除
草
は
、
｜
日
四
一

（
）

○
○
頭

か
ら
が
多
い
の
で
す
が
、
契
約
金

額
の
面
か
ら
み
る
と
公
共
団
体
の

仕
事
の
割
合
が
多
い
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
は
、
企
業
や
事
業
所
、
一

般
家
庭
か
ら
の
仕
事
を
も
っ
と
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

豊
島
仕
事
を
頼
み
た
い
時
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

山
形
仕
事
の
ご
依
頼
は
、
電
話

で
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

豊
島
私
が
セ
ン
タ
ー
に
仕
事
を

頼
む
と
い
く
ら
か
か
る
の
で
す
か
。

山
形
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
が
一
番
多
い
除
草
の
場
合

は
、
一
日
、
四
、
二
○
○
円
で
す
。

現
地
の
状
況
に
よ
っ
て
多
少
割
り

増
し
の
場
合
が
あ
り
ま
す
が
。

豊
島
具
体
的
に
金
額
が
わ
か
っ

て
い
る
ほ
う
が
頼
み
や
す
い
で
す

ね
。
お
金
の
支
払
い
は
。

山
形
仕
事
が
終
わ
る
と
請
求
書

を
送
り
ま
す
の
で
、
振
り
込
み
、

ま
た
は
、
現
金
で
支
払
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
公
益
的

な
団
体
で
、
原
則
と
し
て
、
国
が

二
分
の
一
、
県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ

四
分
の
一
ず
つ
の
補
助
事
業
で
運

営
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
に
は
仕

事
量
に
応
じ
事
務
費
を
引
い
た
報

酬
（
配
分
金
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

も
つ
と
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て

豊
島
元
気
に
働
い
て
収
入
が
あ

る
の
は
い
い
こ
と
で
す
ね
。

ｰ
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中村五郎さん体育指導委員で Ⅱ ■

心. ｡ I Ｄ
ｆ

あ
ロ

ロ
ビ

ｃ
・

体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
二
○
年
余
に
な
り
ま
す
。
委

嘱
さ
れ
た
当
時
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
担
当
し
て
お
り
、
朝
早
く

市
内
の
車
の
少
な
い
所
を
、
ま
さ
に
縫
う
よ
う
に
し
て
走
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
で
は
交
通
量
が
多
く
、
と
て
も
大

勢
で
走
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

体
育
指
導
委
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
（
昭
和
三
六
年
六
月

一
六
日
制
定
、
法
律
第
一
四
一
号
）
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
お
も
と
は
国
が
、
地
方
に
あ
っ
て
は

教
育
委
員
会
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
心
身
の
健
全
な
発
達
と
明

る
く
豊
か
な
国
民
生
活
の
形
成
に
寄
与
し
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
の
中
か
ら
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す

全
国
体
育
指
導
委
員
協
議
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
相
互
の

協
力
体
制
を
確
立
し
て
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
に
指
導
や
助
言
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
市
の
体
育
施
設
や
各
学
校
の
体
育
館
、
プ
ー

ル
な
ど
を
開
放
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
そ
れ
こ
そ
、
少
年

少
女
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
ス
ポ
ー

に
親
し
み
、
生
涯
現
役
で
楽
し
め
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す

、



鍔
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〆 訂

セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
の
能
力
を
生
か
す
新

〆

蕊
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灘
鱗il職鱸

織

美しい入江を抱える小浜を目の前にした高戸に私は生まれ、

20年間を過ごしました。昭和33年、東京読売巨人軍に長

嶋茂雄氏が入団した年に私は上京し、当時から総合レジャー

産業として注目され、話題の先端を常に率いていた㈱後楽|童｜

スタジアム、現東京ドームに入社しました。翌年には王貞治

氏も入団し、 2人はプロ野球を国民だれもが認める娯楽の頂

点へと導きました。

私が帰省するたびに楽しんでいることは、断崖から広大な

太平洋を眺めての磯釣りです。時折立つ白波、潮風にそよが

れながら糸を垂れているその時間は、ふだんいつの間にか蓄

積されたストレスを解消できるだけでなく、気持ちがやすら

ぎ、心も体もリフレッシュできる大切な時間なのです。

サービス産業に携わる者の心得に挙げられる要素として、
あいさつ みだしな

“笑顔、挨拶、身嗜み、言葉、態度”の五つがあります。私

にも、いくらかあろうそのどれもが、根底には故郷で過ごし

た年月により培われたものだという自負があるのです。

生まれ育った故郷の地にリゾート開発の計画があるとのこ

とです。 しかし、 どんなすばらしいリゾート開発にレジャー

サービスが加わっても、 自然の美しさを損なうものであれば

その価値は全く失せてしまうものだと考えます。恵まれた自

然環境を生かし、魅力ある地域・社会形成のためにも重要な

役割を果たしていくものと大いに期待し、 また、成功するこ

とを心から祈っています。私自身も、サービス業界全体を長

期展望するにあたり “お客様が受け身の状態であるだけでな

く、 自主的に参加することができ、その結果がそのまま楽し

みや感動に結び付くものを” と果てしなく大きなテーマを抱

き、今後とも頑張っていきたいと考えています。

（埼玉県富士見市上沢21-10-6)

蕊
騨
津
緬
晶

溌蕊職欝撚蕊蕊鐵

山
形
仕
事
の
依
頼
が
あ
っ
た
時
、

高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
か
ど

う
か
判
断
し
ま
す
。
一
日
の
労
働

時
間
も
約
六
時
間
が
目
安
で
す
。

若
い
時
と
違
う
の
で
無
理
は
し
な

い
よ
う
に
い
つ
も
安
全
第
一
に
考

え
て
い
ま
す
。
万
一
に
備
え
て
傷

害
保
険
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。

豊
島
ま
だ
、
セ
ン
タ
ー
の
存
在

を
知
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る

と
思
い
ま
す
よ
。

山
形
ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
昭
和
五
八
年
か
ら
市

の
単
独
補
助
事
業
で
始
ま
り
、
平

成
元
年
に
国
、
県
、
市
の
補
助
を

ー

受
け
て
社
団
法
人
高
萩
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

高
萩
市
で
は
六
五
歳
以
上
の
人
が
、

人
口
の
約
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
健
康

で
能
力
の
許
す
限
り
何
か
仕
事
を

し
た
い
と
希
望
す
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
の
願

い
に
応
え
職
業
の
経
験
や
技
能
を

生
か
し
た
地
域
社
会
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

豊
島
地
域
の
み
な
さ
ん
が
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

理
解
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
活

用
さ
れ
て
い
く
と
良
い
で
す
ね
。
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私
た
ち
の
役
目
は
、
立
派
な
選
手
を
育
て
る
の
で
は
な
く
、

地
域
や
家
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
家
族
と
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。
も
っ
と
高
度
な
技
術
を
得
た
い
人
は
、
ク
ラ

ブ
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
入
り
、
そ
こ
で
励
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
（

八
月
一
八
日
㈹
に
第
五
回
少
年
水
泳
大
会
が
、
松
岡
中
学
校

プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
プ
ー
ル
開
放
で
、
た
だ

遊
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
が
競
技
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
良
い

例
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
な
ど

で
練
習
し
て
い
る
子
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
と
て
も
、
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
年
二
回
発
行
さ
れ
る
社
会
体
育
ニ
ュ
ー
ス
を
参
考

に
さ
れ
、
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。第15回公民館まつり

中央公民館

狂23－1125

と
き
一
○
月
一
七
日
出
、
一
八

日
㈲
の
二
日
間
、
午
前
九
時
三
○
分

か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
（
た
だ
し
、

一
七
日
㈹
は
午
前
九
時
か
ら
開
会
式

一
八
日
側
は
午
後
三
時
ま
で
。
）

と
こ
ろ
中
央
公
民
館
、
市
民
体
育

｛
ロ
ロ

ハ
袖
口
必催

し
も
の
展
示
・
バ
ザ
ー
の
部
、

展
示
・
バ
ザ
ー
の
部
、

発
売
の
部
、
日
用
品
即
売

会
、
食
堂
の
部

＊
家
庭
で
使
わ
ず
に
、
不

要
に
な
っ
て
い
る
日
用
品

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
日

用
品
即
売
会
に
ど
う
ぞ
。

な
お
、
こ
の
た
め
一
○
月

一
八
日
㈲
の
市
民
体
育
館

の
無
料
開
放
は
あ
り
ま
せ

ん
。
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高浜野球スポーツ少年団

(元気に楽しく､健康式b
山崎昭治さん(高浜町）

高浜野球スポーツ少年団は、昭和52年

結成以来、 “元気に楽しく、健康づくり'，

を目標に、現在、 1 7人の団員と6人の指

導者が父母の協力を得て活動しています。

少年期に野球を通じ多くの仲間との出会

1

黛 い、団結、責任感、集中力、チャレンジ精神と心の

成長も活動のねらいです。昨年暮れには、長い間あ

たたかく見守り指導してくれた総監督の死という深

い悲しみとショックを受けました。その志を胸に今

年の夏の県大会では、 1， 2回戦コールド勝ち、 3

戦目に3対2で‘|昔敗こそしましたがたくましく育ち

ました。ナイター、合宿、一泊研修旅行も行事の一

つです。千葉県船橋市のチームとの交流会は、 12

年も続いています。また、野球以外にも、市のすも

タ
ーー唾三

ぐ
ぐ

今
一
快
汗

医
傍

I

’

＝

〃▲革工芸の魅力は造形美です。

う大会やマラソン、陸上競技会、県の少年消防学

の一日入校、冬休みの火災予防の夜回り等にも積

的に参加しています。現在、団員募集中です。学

以外、 1年生からでも入れます。一緒に楽しく

レーしてみませんか。練習場所高浜運動広場

練習時間毎土曜日の午後、毎日曜日の午前中

．１

日
（
》

私
が
革
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
の
は
、
も
う
三
○
余

年
も
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
教
員
時
代
の
夏
休
み
の
講

習
会
で
革
の
染
色
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
あ
の

時
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
○
年
前
に
教
員
を
退
き
、
同
時
に
最
愛
の
夫
を
病
で

』
う
、
よ

失
い
、
悲
し
み
の
ど
ん
底
か
ら
は
い
あ
が
る
ま
で
の
粁
余

曲
折
。
何
か
を
し
な
く
て
は
…
。
何
か
生
き
が
い
を
見
つ

け
な
く
て
は
…
。
と
思
っ
て
始
め
た
の
が
革
工
芸
で
し

た
。
周
囲
の
人
々
の
あ
た
た
か
い
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
東

京
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
革
工
芸
学
院
講
師
の
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
の
み
な
さ
ん
と
の
出
会
い
は
そ

れ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

「
あ
、
で
き
た
！
」
「
す
て
き
！
」
「
ど
れ
、
見
せ

て
！
」
、
う
れ
し
そ
う
な
顔
。
満
足
そ
う
な
顔
。
ま
た
、

「
こ
こ
に
来
る
と
ホ
ッ
と
す
る
の
。
落
ち
着
く
の
」
と
い

》

罐

湾

》
… ｑ

本
多
正
敏
さ
ん
（
島
名
）
撮
影

堂
峯

▲春季大会優勝の後で記念に撮影

ー

土単一 菊の● ●一

一
〕

" 壽力
人
し
ょ
管
う

ロ
じ
叩
Ｕ

観
照
先
堆
寿
碑

松
村
任
三
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
高
萩
の
植
物
や
月
刊
ジ
ョ
イ

フ
ル
、
松
岡
歴
史
新
聞
な
ど
が
詳
述
し
て
い
ま
す
の
で
、
縁
者
の

私
は
、
ま
ず
観
照
先
生
寿
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

工
事
中
の
高
萩
地
区
自
動
車
出
張
検
査
場
脇
の
道
を
左
へ
入
る

可
Ｊ

Ｆ
Ｌ

＝ー＝

圃
一
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愈鐺

華

可

蕊脅
J 試叱 部

篭
滝魚

…
…

＃

蕊
録 鳥骸

======遮 鐸
~一息－＝垂

⑫
一

人との出会いを大切にしたい
革工芸 ▲

戸 鴬

寄
稿
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鱗篠塚優子さん

（磯原町
鐸

§…

撫鶏蕊驚鴬瀞鍵

中央公民館の革工芸講座のみなさんです

4 出 P F F 叩地図を片手に

どこまでも 篝》
無

慧煮 蕊
和47年12月2日生れで血液型はO型です。趣味はドライ

ブとショッピング、愛車に乗ると地図を片手にどこへでも行

ってしまいます。 （安全運転だよ。 ）今一番楽しみなこと

は、友達同士で“ワイワイ” “ガヤカヤ”盛り上がることだ

そうです。 （ストレス解消に最適です｡）

さて、職場の彼女、品質管理課に勤務し責任感と積極性を

フルに発揮し、当社の製品に対する品質保証の業務に專念、

上司の信頼も厚く、 また、同僚からもかわいがられているフ

レッシュガールです。

来年成人式を迎えるにあたって、新たな希望を胸に頑張っ

てもらいたいものです。

☆インタビューは、同課の先輩の岩崎直美さんでした。

篠塚さんは､ここで仕事をしています。

☆（株）アルテ高村則行工場長☆上手綱3,333-27

☆資本金7千2百万円☆年商25億円☆事業内容医療用

ｶﾗｽ製品の総合メーr－黙－－ Ⅷ-≦‐
ｩ三として当雌孵日慰訟

藤

を迎え

議

う
）

鐵

う
声
を
聞
く
時
、
疲
れ
も
忘
れ
、
今
更
な
が
ら
こ
の
道
を

選
ん
で
よ
か
っ
た
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。
技
術
を
通
し

て
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
。
時
に
は
、
夜
の
更
け

ん
る
の
も
忘
れ
、
人
生
論
や
悩
み
ご
と
を
語
り
合
い
、
慰
め

篝
た
り
慰
め
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

琢
鍬
な
さ
ん
の
仕
事
が
思
う
存
分
で
き
る
よ
う
、
か
ね
て

か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
教
室
（
亡
き
夫
の
希
望
で
も
あ
り

代
ま
し
た
）
も
や
っ
と
で
き
あ
が
り
、
設
備
も
何
と
か
整
い

矢
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
．
「
下
手
の
横

好
き
」
で
覚
え
た
茶
道
や
華
道
も
同
時
に
教
室
を
開
い
て

い
ま
す
。
す
で
に
、
還
暦
を
す
ぎ
、
あ
と
何
年
こ
の
仕
事

を
続
け
て
い
け
る
か
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
前
向
き
の
姿

勢
で
力
の
続
く
限
り
み
な
さ
ん
と
の
出
会
い
を
大
切
に
こ

ま
い
し
ん

の
道
に
逼
進
し
て
い
き
た
い
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。
そ

し
て
、
私
の
持
て
る
技
を
存
分
に
吸
収
し
て
自
分
の
も
の

に
し
て
ほ
し
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

、より一層､地域の

みなさんに親しまれる企

業をめざし社員一丸とな

って頑張っています。

◎！
ー

○
一
四翠翠架

と
松
岡
藩
士
墓
地
、
更
に
道
を
奥
へ
進
む
と
藩
王
中
山
侯
の
墓
が

》
あ
り
ま
す
ｏ
松
岡
藩
士
墓
地
の
入
口
近
く
に
、
正
三
位
勲
一
等
理

染
学
博
士
、
松
村
任
三
墓
と
観
照
先
生
寿
碑
と
が
並
び
、
そ
の
脇
に

あ
き
ら

ま
さ
お
き

よ
し

翠
長
男
瞭
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
祖
父
昌
興
（
松
岡
藩
執
政
）
、
父
儀

一

さ
く
げ
ん
ご
い

一
》
名
鑑
」
字
源
で
は
「
語
源
類
解
」
「
湖
源
語
彙
」
が
あ
り
ま
す
。

な
る

蕊
（
碑
文
）
長
瞭
為
理
学
博
士

蕊
長
男
瞭
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
三
六
）
五
五
歳
で
亡
く
な
る

蕊
ま
で
、
東
大
助
教
授
と
し
て
人
類
学
会
の
中
心
的
存
在
で
し
た
。

⑲



枝豆の坪刈りと現地販売

小野博さん

（下手綱）

水田の整備に伴い、杉

岡地区の約10世帯の大

豆の転作グループが、た

／

わわに実った枝豆の収穫を楽しんでも

らおうと、坪刈りと現地販売をしまし

た。市の内外からたくさんの人が集ま

りました。

…9月1 2日 （土） 、 1 3日 （日）

第
二
○
回
市
長
杯
の
開
会
式

第9同高萩美協展
北
畠

"寸下" ､曇一

鴬↓
大
和
田 §暢

男
さ
ん

（
本
町
）

第20回記念高萩市長杯争奪軟式野球大会の

開会式が、 64チーム約500人が参加して市

営野球場で開かれ、市長杯をめざして熱戦の火

ぶたが切られました。…8月30日 （日）

卜
李
Ｉ
Ｌ
－
」

美
子
さ
ん

（
安
良
川
）
撮
影

（
》 高

齢
昔
大
学
で
「
市
政
を
学
ぶ
」

勒牽

警蕊鐸番 脅蕊蕊蕊識＝

鴬

竃
政
を
学
ぶ
《

講
簾
蔑
萩
市
長
大
久
保
清
窪

宇都宮から約60年ぶりに友だちがきて、第9回高萩美協展の会

場で再会し、一緒に記念写真を撮りました。すばらしい52点の作

品が訪れた人の目を楽しませてくれました。

…9月1 2日 （土）～1 6日 （水）

蕊

溌
蕊
驚
篭
鑿
謹
蕊
蕊
鑿
蕊

静

驚
箪
襄蕊

第6回歌と踊りの楽しい集い

口
》
琴
》
》
》
》
》
》
》

I

篭
１

１

吋

２

胡

叩

帝

梱

咽

嘔

邪

心

＄

写

中央公民館の高齢者大学の約200人のみな

さんが、大久保市長を講師に「市政を学ぶ」

学習会を開きました。市の予算や事業の話

に、みなさん熱心に聞き入っていました。

…9月2日 （水）宇佐美ふみさん『

塞当蕊

（安良川）蕊
文化会館で、第6回歌と踊りの楽しい集いが開かれました。私

一 は、今年で3回目の出場ですが、 とても盛況でお客さんもたくさん
入りましたd出演者も、歌と踊りをあわせて約70人ぐらいでみな

さん大変張り切っていました。…9月1 3日 （日）

敬
老
の
日
に
老
人
福
祉
大
会

血かい

ノ遥
蓉

' : , ‘ ､ ‘ ,認
､晋晶萱■~J…

謝｛患
§ 第27回高萩市老人福祉大会並びに老人を囲

む三世代の集い芸能発表会が、市民体育館で約

800人が参加して楽しい雰囲気の中で開かれ

ました。…9月15日 （火）
＃
蕊
封
砿
》
撫
砿

獺撫
第1 3回高萩市民テニス大会

8月2日(日)、 23日旧)、

30日（日）

（敬称略）

･河野組（高萩土木）

鑑

優勝

男子ダブルス
女子ダブルス
成壮年ダブルス
男子シングルス

女子シングルス
成壮年シングルス

伊藤・河野組（高萩士
坂井・浅見組（若葉）

米原‘江幡組（高萩ク
熊倉敏夫（V S）
水谷郁代（フリ ）

斎藤実（高萩クラブ）

しぎん

江尻さつさん(本町)を中心に、詩吟を練習しています｡詩吟は､声

を出すので健康によいし､仲間とのふれあいがなによりです｡もう

10年以上続いています｡練習は第1 ･ 2･ 3水曜日の午前中です。

ノ ーン

H
綴繊；
灘織嶋
瀧鋤

灘

＃
⑳



全国大会で第3位に入賞

議蕊蕊蕊 鴬 ▼
菊
地
早
苗
さ
ん
（
本
町
）
撮
影

鍔

一
や

のぶあき

大和田信明さん

（安良川）

ソクギヤーは、富山県富高萩（

山市で行

綱引き大

を次々と

われた第4回全国勤労者

会で、初出場ながら強豪

やぶり、第3位に入賞し

市内にもたくさん企業が

ぜひ、綱引き大会を実施

すね。…9月6日 （日）

このコーナーでは， まち
士1ナー
÷’一ノー○

あるし、

したいで

の話題を紹介します。あな

たもミニ記者になって， ま

ちの話題を写実でお寄せく

じさい。 ノ

救急の臼に人工呼吸を体験

蕊蕊墜
第7回健康まつり拶識認

剛 礎
ー

惑灘簿霞

ま
き
ひ
ろ

泉
雅
博
さ
ん

署
人
要
産
会

局
戸
）

子
さ
ん

（
本
町
）

ウミもっとあるといいですね。…9月9日

(水）
健康づくりのイメージキャラクターに応募したら、最優

秀賞になり、健康まつりのときに表彰されました。家族連

れやお年寄りなどたくさんの人が来ていたので、 とても緊

張しました。キャラクターの愛称は「元気<ん」になりま

した｡…8月30日旧） 竹細工教室に約400人が参加

秋ナス溌理教室 ー

i石のり子さ／
（舂日町）；

；
約40人

が参加して

中央公民館

で行われ

＃

蝉

鶏鵜

た、秋ナス料理教室に親子

4人で参加しました。家庭

菜園のナスを使った、えぴ

あんかけやスパゲティ、か

らしあえなどを教わりまし

た。家でも家庭菜園の新鮮

な無農薬野菜を毎日楽しん

でいます。 …9月13日旧）

霧
弗
鑓
』

私は一人で参加しましたが、友

だちがたくさんできて、 とても楽

但“しかったです。竹とんぼや竹鉄砲
へ謡を作りました。約400人が参加
秋 して、学校5日制の初めての土曜

繧儲鰄輔齢

§ 蕊鋳癖:'
露一

識
溌
》

……繁
岸

蔦迩群…苧

蕊曇景ミ

⑮



ハ
ァ
ノ

澪
と

● q。

Iさけの密漁防止について↑
おやましずよ

市の小山静代さんと島名の井上玲子さん、
あっし

ん、篤志〈んです。

の賢治くんの幼稚園の祖父母参観日に笠間

来ました。 6か月の篤志〈んも上のお肺ち

元気でとてもかわいいですね。

笠間
けんじ

賢治〈

4歳

市から

やんも

’

生ごみ処理容器

(ｺﾝｽﾀｰ)を追加します 農林課

延今年もさけが産卵のために川をのぼっ

てくる時期になりました。

内水面でのさけの採捕は、水産資源保

護法により人工ふ化放流用の産卵親魚を

採捕するために、特別に知事の許可を受

けて行う場合を除き禁止されています。

しかし、密漁者が絶えず、むしろ年々増

加するとともに悪質化の傾向にあるた

め、茨城県では警察本部や海上保安部な

どの協力を得て指導、取り締まりなどを

行っています。

さけの保護のためにも、密漁をやめて

ください。

’
■■

6月から台所などからでる生ごみを自

家処理できる処理容器（コンポスター、

1基3, 000円の奨励金）の利用制度

を始めたところ大変好評で予定の300

基がすでになくなりました。このため、

さらに150基を追加しました。購入を

希望される人は、 10月1 5日 （木）か

〆~ら受け付けますので、次の市の指定店に

‐申し込んでください。

○市の指定店

JA高萩市本所

本町l-100-2 a22-3617

JA高萩市松岡支所

下手綱621 a22-3159

サンユーストアー秋山店

島名2,155 a24-1211

サンユーストアー手綱店

下手綱1,459-1824-1144

サンユーストアー高浜店

高浜町3-97 a24-2551

スーパーぬまた

秋山279-1 盃22-5352

（株）大心苑ファミリーショップ

高萩624 a221186

F可

Lヨ

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

重度身体障害者（児）

住宅等整備費補助制度

’
身体障害者（児）のために、住宅等の

整備（玄関、廊下等の通行の円滑化や浴

室、便所等の使用を容易にする等） を行

う場合、 70万円を対象経費として、そ

の4分の3を補助します。

制度を利用できる身体障害者（児）の

要件は、次のとおりです。希望される人

は、 10月30日 （金） までにお申し込

みください。

○身体障害者手帳の交付を受けていて、

1 ． 2級に該当する下肢障害､または、

体幹機能障害の人

○身体障害者（児）の属する世帯が、所

得税非課税世帯以下であること。

1 ﾌｨﾙﾑ､ デ加無順し出し↑

新作の16ミリフイルム、ビデオテー

プの無料貸し出しをしていますので、ご

利用ください。

1国民年金の繩料納めてますか↑
○奨励金の取り扱い金融機関

‐常陽銀行、茨城銀行、水戸信用金庫、 日

立信用組合の各高萩支店、 JA高萩市本

所・松岡支所、労働金庫磯原支店

保険年金課 冠23-2111内線232
、 ノ

＊詳しくは図書館内視聴覚ライブラリー

協議会へ。

国民年金の保険料は、毎月納付となっ

ていますが、みなさん納め忘れはありま

せんか。毎月、納めるのがめんどうだ、

つい忘れてしまうという人は口座振替制

度をご利用ください。

また、経済的事情や病気、ケガなどで

一時的に納めるのが困難な場合は、保険

料の免除制度があります。長期間未納の

ままにしておくと、いざ年金を受けよう

としても期間が足りなかったり、万一の

ときに障害基礎年金や遺族基礎年金が受

けられない場合もありますので、未納期

間のないようにしておきましょう。

口座振替制度を希望する場合は、市内

の金融機関か保険年金課で、免除の申請

をしたい場合は保険年金課で、お早めに

手続きをしてください。

○市からのお願い

1点検を重ねて築く畑ゼ□↑
・ 申請人と振り込み先口座名義人が違

っていて振り込みができない場合があ

ります。同一人で申請してください。

･容器は、 10から15センチメートル<､ら

い埋め、生ごみを10センチメートルぐ

らい入れたら土をかけてください。良

質の堆肥化のために、石灰窒素を振り

かけるなども有効です。次のような設

置方法ですと、バクテリアが有効に働

らかず、堆肥化しませんので、やめて

ください。①土に埋めずにおく。②全

部埋めている。③容器の下をビニール

で覆っている。

● シールの貼り忘れがあります。必ず

貼ってください。

高萩市･十王町事務組合消防本部零(；‘侭22-2258
L 〃

1 1月9日 （月）から15日 （日） ま

で、全国秋の火災予防運動期間です。こ

のため、消防本部では初日の1 1月9日

（月）に、一日消防長を任命して、市内

の事業所や一人暮らしのお年寄り宅など

への火災予防の呼びかけをします。 ま

た、当日は消防車両等による防火パレー

ドも実施して、あわせて防火の呼びかけ

をしていきます。

これから冬へむけて、火災が発生しや

すい季節を迎えます。ご家庭のコンロな

ど身の回りの器具の点検を重ねるととも

に、火の元には十分気をつけましょう。

⑯

盆23-2111内線454
〆

;蕊議燕溌■悪鹿畠銅踊綴猫
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－『 一､ '-,静一 - , Ⅱ'';'』､キー ⑤‘,，､ ､ 『､層 暑一 ､ -2= 唖'､ ,¥ ､､､ ' 客』』』 ,嘩彊, _ ‘'､ ‐ ､ ' 望
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綴秘凄溌碗蕊
』竺｣塑典灘葱"､砥湿↑‐ ＃

鱸蝋鎮溌蕊撚溌雛

芯23-21”.漁線3弱：

視聴覚ライブラリーt
、二 識灘繍識職辮繍；

I議今 …： 71フ4

題 名

はれときどきぶた

星の子チョ ビ ら

海ガメさんのちえ

岡倉天心のこころ

身近な環境問題を考える

時分

3〔

ワR
QJ

20

43

30

け 象

児童、 （アニメ）

一般、社会教育

一般、 （ビデオ）

1重、一般､(アニメ）

児童、 （アニメ）

［
「



総数35､431人(+51)

男17!486人(+19)

女17!945人(+32)

11，103世帯(+7)

… 市県民税（3期）／国民年金(10月分）

お忘れなく。 11月2日(月)までにネ！瀞9月1日現在

（ ）内は前月比

i雪鋸謹匿ﾝｻｰﾄI
q］

「
Ｊ

Ｆ
』

蕊議議議高萩の民間信仰展

進

11,鞠へ入学す棚さん職洲ll
歴史民俗資料館では、 1 1月に「高萩

の民間信仰展」を開催します。これは、

高穆に昔から伝わってきた、 まじないや
禁忌などの俗信について、市内の約

100人のみなさんからのアンケートによ

って収集したものをまとめたもので、社

会的保証のなかった時代の規制、および

価値観を考えてみようというものです。

と き 1 1月1日 （日）から29日

（日） まで。午前9時30分か

ら午後5時50分

ところ歴史民俗資料館

展示物文字パネル、および関係資料

休館日 月曜日 （2日は開館） 、 24日

（火） （23日の振替え）

と 蚤
〔二 10月25日 （日）

午後2時から。

文化会館

北茨城市民吹奏楽団、 日立市民

吹奏楽団、高萩市民吹奏楽団

一般700円(当日900円）

高校生以下500円(当日700円）

ところ

州演
教育委員会

廷

平成5年4月に入学するお子さんの健

康診断を入学する学校で次の日程により

行います。

次のようなときは、お尋ねください。

○心身に障害があり普通の学校では就学

困難と思われるお子さんをお持ちの人｡･＝

○健康診断については該当世帯にそれぞ

れ通知していますが、通知もれ、 また

は、住所変更をしたとき。

入場料

1
「
Ｊ

Ｆ
』

がん予防セミナー

と き 10月27日 （火）午前10時

から午後3時30分まで。

ところ保健センター

内容＊健康相談コーナー（血圧測定、

乳がん自己検診法の指導）

＊展示コーナー（パネル、食品、

献立、ビデオ上映）

特別講演北茨城市立総合病院長
、一一ノ ろ

紅露恒男先生

F可

Lゴ

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

(社)高萩青年会議所の公開講座

’

r］「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

と き 10月25日 （日）

午後2時から4時まで。

ところ松岡地区公民館

主催 （社）高萩青年会議所

テーマ 「今、ニッポン語が危ない」

（サブテーマ）パブリックスピ

ーキングのすすめ

講師NHK「趣味の園芸」の司会で
ざかき としゆき

おなじみの榊壽之氏

＊さまざまな危機が叫ばれている日本語

の基本的な問題を再考します。

引き揚げ者のみなさんへ
q】「

ヨ
Ｆ
Ｌ

第6回高萩協同病院祭
平和祈念事業特別基金では、 このた

び、先の大戦で本邦以外の地域から引き

揚げた人々に書状（内閣総理大臣） を贈

呈することになりました。 ー

書状の贈呈は、請求に基づいて行うこ

とになっていますので、福祉事務所にあ

る所定の請求書に記入のうえ、必要な書

類を添えて、平和祈念事業特別基金まで

送付してください。

請求書類の受付期限は、平成8年3月

31日までです。

ツ唾

10月18日 （日）午前10時

から午後3時まで。

高萩協同病院（安良川）

きと

ところ

元
気
に
遊
ぶ
松
岡

ｑ
幼
稚
園
の
園
児

「
Ｊ

ｒ
Ｌ

r両

ヒヨ

第1回市場まつり

ー1 遥凝蕊議鍵難…高萩青果市場では、市民のみなさんに

生産者（農家）から市場、商店、消費者

への流通機構を知っていただくために、

第1回市場まつりを企画しました。

と き 1 1月1日 （日）午前9時30

分から正午まで。 （雨天決行）

ところ高萩青果市場（安良川）

内容野菜・果実の即売セリ市（10

時、 1 l時） 、模擬店、バザー

萩地区
交通安全
母の会連合会

高萩支部

使用済みの厚紙と和紙の切れ端を利爵

して携帯用の楊子入れを作りましたd 9F

： 鷺 ： ､ 、

安全運動がありましたので､老人ｳ｡詠ブ霊？

を訪問して高齢者に交通安全を呼びかﾙ混一
" " " ‘ ､ ､ ､ } ､. ; .｛猿､ . ､ :灘､ ､ ､
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⑰ Oみなさんのちょっとした工夫などをご連諮ください。市民活動課a23-21"内線2〃
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学校名

松岡小

高萩小10月'6日 （金）
秋山小

東小

君田小

実施月 日

10月13日 （火）

10月21日 （水）

10月21日 （水）

10月28日 （水）

時 間

午後1時30分

午後1時

午後1時30分

午後1時3()分

午後2時00分

1

ひろみ

吉田弘海さん 壷22-4820
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１ 第5回ふれあい(健康）第2回ビデオコンクール
スポーツフェスティバル X

…

罐#瀦蕪溌騨#鱸

P 獄23-2552N

ゲコ弛皐へj

坂口史弥〈ん(高萩・ 4歳)の絵です市
昨年に続いて、第2回ビデオコンクー

ルを実施します。みなさんのたくさんの

ビデオ作品をお待ちしています。

募集期間平成5年1月20日（水）まで。

テーマ自由

作品 1 0分以内で、テープは自由

（ただし、未発表のもの。 ）

応募資格どなたでもどうぞ。

と き 10月25日（日）午前9時30

分から午後2時まで。

ところ市営野球場

競技種目 グランドゴルフ、 クロッケー、

ゲートボール、 ターゲット ・バ

ード・ゴルフ、 フライング・デ

ィスク・ゴルフ、ペタンク、輪

投げ、立ち幅跳び、ジャンケン

ゲーム、紅白玉入れなど。

参加資格 60歳以上で健康な人、及び

心身障害者(参加料は無料です）

|香典返しの一部
＝小田部義男さん下手綱

／武子礼三さん高浜町

／大谷光男さん東本町

▼秋山小学校へ

ｊ
ｊ
ｊ

円
円
円

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０
０
０

１
１
１

く
く
く

、
Ｊ
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1長久保赤水顕彰会の会員
「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

一
】

（
） 無料巡回法律相談

鰹』 ; ;‘著鍔職蕊紫蕊溌蕊

親時計 1 、消火器

＝山村電設

スタンド 1 5
1 1月6日 （金）の午後6時30分か

ら中央公民館で行われる長久保赤水顕彰

会設立総会にむけて、現在、会員を募集

しています。みなさんの参加をお待ちし

ています。

" .. …‘i " . ,1. . ""､ ..;| ．. 1 燕 "i:職．. ．. ' ".． : i, '.: .; ,．､．､: M ､.､ . 1. : ’’ 1 .
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繊f 鰯

l線11
職撚 * 蜂

將
山

専門の弁護士が、無料で法律の相談に

応じます。

と き 1 1月2日 （月）

午後1時から3時まで。

ところ市民センター（春日町2－22

恋22－5683）

相談に応じる弁護士

倉本益雄先生

0J
【
１戦没者追I|卓式

蕊蕊§ ；
L 炎
一 ご

ところ

1 ()月21日 （水）午前10時

文化会館

秀
‐
‐
Ｊ
‐
州
‐
‐
１
‐
‐
Ⅲ
１
１
１

川
●

斗一

）て〃

おう〃【
１

ED

平成4年度文化祭
これからの主なもよおしものです。

教育委員会
廷 : 1

盆23－1131
ノ

‐ と き 10月31日 （土）から1 1月
一

4日 （水） 、及び、 8日 （日）

（中央公民館は3日 （火） まで｡）

ところ文化会館、中央公民館

一般展示☆文化会館

＊俳句＊書道＊写真＊美術

＊児童画、短歌、川柳、皐月、

＊山野草

☆中央公民館

＊盆栽＊革工芸、編物、華道、

組紐、愛正園園生と松籟荘荘

生の作品

大会☆文化会館

＊民謡、尺八＊琴（1 1月1日

（日） ）

＊日舞＊カラオケ（3日 （火））

剣舞詩舞詩吟､（8日 （日））

☆中央公民館

＊抹茶、煎茶（3日 （火） ） 、

川柳、短歌（8日 （日） ）

なお、 ＊印については、一般募集して

いますので、ふるってご応募ください。

10月24日(土） 劇団銀河鉄道、ぬい

ぐるみミュージカル「赤ず

きんといじわる狼」

開演午後2時

入場券発売中(全席自由席）

大人 1 , 500円

子ども 1, 000円

1 1月23日（月） 第1 8回市民音楽祭

1 2月1 3日（日） 猪俣猛によるリズム

講座とジャズコンサート

出演者猪俣猛トリオ、文
づき

月、ほか

開演午後1時

入場券発売日 10月15

日(木)全席自由席

★プレイガイド★

田所書店､仲屋書店､コミュニティストア上

ショップサカモト､Yショップ高萩インター店

ねこ(十王)、日立市民会館､日立シビックセ

ア上

その他演劇雫ﾐﾕｰジ"蕊愈壁予定）しています。

島名ねもと、コミュニティストア高浜やおけん､Y

-店､ピアノマート(磯原)、コミュニティストア川上か

ンター､文化会館 盃23-7411
-

⑱

鼬＃

“ 蕊 "､~ § ； ､ " ､

燕民演動課； 壷23-2111内線262
こ2灘毒 認録遜“ ゞ≦ 、＝…
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福祉事務所
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恋23-2W1内線355
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§
§o1O月の土曜閉庁は, 24日です。◎10月の土曜閉庁は, 24日です。

1I
q】

F 可

ヒゴ

市民バドミントン大会産業祭の出品物

’◎市役所 盃23-2111㈹盃23-2111｛

脳

》
商工観光課 茄民総青館 a23-2552

〆

恋23-2111内線462

内線454
ノ

匙
溌鱗溌蕊篭溌

と き 10月25日 （日）

午前8時30分から

ところ松丘高校体育館

参加資格市内に居住、 または、通勤・

通学者

種目女子高校生の部､女子1部(30

歳以下） 、女子2部（31歳以

上、未満の人でも既婚者は可）

男子高校生の部､男子1部(30

歳以下） 、男子2部(3 1歳以

上） ＊すべてダブルス戦です。

参加料 1チーム （2人） 700円

申し込み 1 0月16日 （金）から20－

日 （火） まで。

蛙

産業祭への出品物を募集します。

と き 1 1月21日 （士） 、 22日

（日）の2日間

ところ市民体育館、中央公民館

出品物の申し込み締め切り

商工関係 10月1 6日 （金）

農林関係 10月30日 （金）

弾

鬮陥閾財旦鰐悪相談室
鈴木清相談員／市民活動課･内線261

難層鯛謎鰕ﾂ帝認皇
市民活動課･内線261

醗噌蝿藤熊曜日'午前，
保健センター盆24-2121

こと剛躯驚電話で打ち合わ
高萩小学校盆23-4240

鯛馳鯛霊駕鰯坐一
念22-5683／福祉協議会･内線354

憲観團鯛辮駕鰯1－
s22-5683／福祉事務所･内線352

雛調､蝿掴盟
10月30日(金)／午前9～12時／市民センタ

ー恋22-5683／身体障害者手帳とハンコ

を持参のこと｡／福祉事務所･内線353

号鯛ぽ駕鯛:震謡
ネ｡／教育委員会指導課孟23-1131

人鯛謎憲鮖繋篶鷲
鈴木廣美さん(上君田)，原口咲子さん(舂日町) ，

大平喜美子さん(本町)へ。

馳畠鯛關朧巽鰯鞭
水戸自動車保険請求相談センター･水戸市

南町3-4-57／水戸セントラルビル4階盆

(0292)25-1331／弁護士相談日は毎週水

曜日午後1～4時／電話(直通)での相談

は窓(0292)26-1693

1市立幼稚園の園児ll

平成5年の4月から幼稚園に入る園児

を募集します。

入園資格昭和62年4月2日から平成

元年4月1日までに生れ、市内

に居住しているお子さん。

願書配布 10月19日 （月）から、各

幼稚園で配布します。時間は、

午前9時から正午までです。

願耆受付 10月21日 （水）から10

月27日 （火） まで。時間は、

午前9時から正午まで各幼稚園

で受け付けます。

qD

【
－高萩国際交流写真展
（海ﾀﾄふれあい体験）の作品

L

海外での生活及び、交流体験の写真を

募集します。

と き 1 1月16日 （月）から27B

（金） まで。

ところ常陽銀行高萩支店ロビー

募集内容 1人2点以内。四シ切以上、

題を明記。風景写真、及び、集

合写真は除きます。

募集点数30点

申し込み 1 1月7 1] (土） までに教育

委員会へ。

問い合わせ教育委員会内高萩国際交流一

協会事務局へ。

’

○現在、入園している4歳児のお子さん

で、そのまま同じ幼稚園に通園する5歳

児のお子さんは、申し込みする必要はあ

りません。

○応募者が多いときは抽選になります。

○詳しくは､教育委員会､または､各幼稚園へ。

「■
■
■

常陸太田市北茨城市 ’
雨情の心を唄う ど ど いつ

第5回磯原節全国大会 第6回都々逸全国大会
とﾞ と’ ぃちほうせん

茨城を代表する新民謡「磯原節」の第 都々逸全国大会が、創始者都々一坊扇
か

5回全国大会が、野口雨情の生誕地、北歌の生誕地、常陸太田市で今年も開催さ

茨城市で今年も盛大に開かれます。 れます。

と き 10月17日 （土）から18日 と き 1 1月1日 （日）午前9時から◎

（日）午前9時から。 ところ常陸太田市民交流センター

ところ北茨城市民体育館 （パルティホール）

＊詳しくは、北茨城市役所商工観光課へ 問い合わせ都々逸全国大会事務局

念43-1111内線362 a0294-72-3111内線竺塑L

11月の日曜当番医

｢1-百 冠22-213,

(翌旦 念23-3109ノ
時間は、いずれも午前9時から午後4時までです

⑲

織蕊脅溌認

蝿識譲

;蕊蕊委員拳
難離蕊蕊蕊蕊蕊

鈍苔 昌筆…
輩

蚕23－1131

園名

第一幼稚園

秋山幼稚園

松岡幼稚園

東幼稚園

5歳児

45人

85人

45人

45人

4歳児

35人

35人

35人

35人

8日

15日

22日

飯島医院

十王医院

樋渡医院

石 病院

大和町

十王町

大和町

東本町

冠22-2235

念32-3266

合22-2202

念23-1711

内田医院 大和町

滝川医院 春日町



霧
＄

別

卜

十
月
の
田
園
風
景

市
報
た
か
は
ぎ
⑳
平
成
４
年
Ⅲ
月
５
日
発
行
／
高
萩
市
役
所
市
長
公
室
市
民
活
動
課
盃
由
‐
２
１
１
１
／
印
刷
藤
枝
印
刷
所

佐
藤
正
己
さ
ん
・
安
良
川

（
》

そる

農業の機械化により、鎌一つの稲刈りが少なくなりました。家族揃ってザクザクとさわや

の音は､忙しさの中にもにぎやかで､収穫の喜びが祭り気分でした。月夜の認iりや､糒蔦
いなか ぼつち

かな鎌

や糒篭
による運搬、稲架、稲棒などは、過去のものになりそうです。これも時代の流れでしょうか。

じ,ょう かん ， なか だて あと

し
中
の
館
の
図

瀞蜜蕊｡鐙･認

｢むぜ、 日本初の日本地図
を作った長久保赤水が教科

書に載っていないの？」

中学生の素朴な疑問にせま

ってみたいと思っています。

来月号では、郷土の偉人、

人間…長久保赤水特集を考え

ています。みなさんのいろい

ろな意見や情報を、たくさん

お寄せください。 （春）

"みんな置いてるよ。あの
人もやってるよ”…一人の

行為が、他の人に悪影響を

及ぼしています。落書きや

歩道への駐輪や駐車、ゴミ

やタバコの投げ捨て、図書
ふん

館の芝生での犬の糞････一

人ひとりがルール違反を無

くしていかないと、傷は深

くなるばかりです。 （ヒロ）

1
9

1

へ
》

▼現在の
上君用

の遺構は、南北約150メート

ル､東西約300メートルに及び、
くるわ

廓が階段状に二階に配され、 さ
ぐるわあと

らに山の上に二つの廓祉が確認

されます。命をかけて争い守ろ

うとした領地であった上君田盆

地には、今、見事な水田が広が

っています。

軽鑑識

市民憲章
1 ．自然をたいせつにし,美しいまちをつくりましょう”’

1 °きまりを守り，明るいまちをつくりましよう /ji ; '
1 4礼儀を正しくし， うるおいのあるまちを？くりましょう

1 .元気で働き,豊かなまちをつくりま:じよiう｡i｡ ； 、 。 ．悠
計 , 壗堵 . l ' 』 ． 4 ､ I 津 や ~

1思いやりのある，あたたかいまちをつく;りましよ;う 響；

ご-、

この市報は,エコマーク認定の再生紙を使用しています。
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